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③身のまわりの現象



①光の直進

②光の反射
反射の法則
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①光の直進
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凸レンズを通る光の進み方

焦
点

とつ とお ひかり すす かた

軸に平行な光は
反対側の（ ）を通る

レンズの中心を通る光は
そのまま（ ）する

焦点を通った光は
軸に（ ）に進む

屈折

直進

屈折



凸レンズを通る光の進み方

焦
点

焦点距離
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しょうてんきょり

とつ とお ひかり すす かた

軸に平行な光は
反対側の焦点を通る

レンズの中心を通る光は
そのまま直進する

焦点を通った光は
軸に平行に進む

屈折

直進

屈折



内側

外側

（ ）の「 」ができる

（ ）の「 」ができる



内側

外側

正⽴の「虚像」ができる

倒⽴の「実像」ができる

せいりつ きょぞう

とうりつ じつぞう



Ａ Ｂ Ｃ

物体が焦点上にある時は
（ ）

物体が焦点に近づくと
倒⽴の実像は（ ）に（ ）できる

ぶったい しょうてんじょう



Ａ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ｃ

Ｃ

物体が焦点上にある時は
絶対に像はできない

物体が焦点に近づくと
倒⽴の実像は遠くに⼤きくできる

ぶったい しょうてんじょう

ぜったい



＜Ａ～Ｅで答えよう＞
物体と同じ大きさの実像が見えるのは（ ）
物体より小さな実像が見えるのは（ ）
物体より大きな実像が見えるのは（ ）
像が全く見えないのは（ ）
物体より大きな虚像が見えるのは（ ）
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＜Ａ～Ｅで答えよう＞
物体と同じ大きさの実像が見えるのは（ ）＝物体が焦点距離の２倍
物体より小さな実像が見えるのは（ ）
物体より大きな実像が見えるのは（ ）
像が全く見えないのは（ ）＝物体が焦点上にある時
物体より大きな虚像が見えるのは（ ）

Ｄ
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最初は、光？音？
（ ）ドーン（音）→ピカッ（光）
（ ）ピカッ（光）→ドーン（音）

光の速さは（ ）

⾳の速さは（ ）

（問１）いなずまが見えてから６秒後に音が聞こえた。
いなずままでの距離は何ｍくらいだと考えられるか。

（問２）Ａくんが山に向かって「おーい」と叫んだら、５秒後に
「おーい」とやまびこが返ってきた。
Ａくんの場所から山までの距離は何ｍか？

３０万ｋｍ／秒

１秒間に
地球を７周半

光 音

ピカっ ドーン



最初は、光？音？
（ ）ドーン（音）→ピカッ（光）
（ ）ピカッ（光）→ドーン（音）

光の速さは（ ）

⾳の速さは（ ）

（問１）いなずまが見えてから６秒後に音が聞こえた。
いなずままでの距離は何ｍくらいだと考えられるか。
距離＝速さ×時間

＝３４０ｍ／秒×６秒
＝２０４０ｍ

（問２）Ａくんが山に向かって「おーい」と叫んだら、５秒後に
「おーい」とやまびこが返ってきた。
Ａくんの場所から山までの距離は何ｍか？
「やまびこ」が返ってくるのは往復の時間である。
だから、Ａくんから山までの時間は５秒の半分の２．５秒。
距離＝３４０ｍ／秒×２．５秒＝８５０ｍ

３０万ｋｍ／秒

１秒間に
地球を７周半

光 音

ピカっ ドーン

３４０ｍ／秒

○



音の大小の単位は

で表すｄＢ（デシベル）



音の大小の単位は

で表すｄＢ（デシベル）



音の高低
の単位は

（ ）で

表す

Ｈｚ
ヘルツ



音の高低
の単位は

振動数

（ ）で

表す

Hz
ヘルツ



アと比べて

イは（ 音） なぜなら（ ）

ウは（ 音） なぜなら（ ）

エは（ 音） なぜなら（ ）

音の⼤⼩
音の⾼低
ちがいが
わかるかな？

１ ２ ３ ４ １ ２



アと比べて

イは（ 音） なぜなら（ ）

ウは（ 音） なぜなら（ ）

エは（ 音） なぜなら（ ）

低い 振動数が少ないから

小さい

音の⼤⼩
音の⾼低
ちがいが
わかるかな？

振幅が小さいから

小さくて
低い

振幅が小さくて
振動数が少ないから

１ ２ ３ ４ １ ２



どんな力かな？
Ａ 物体を変形させる
Ｂ 物体の運動のようすを変える
Ｃ 物体を⽀えたり、持ち上げる



どんな力かな？

Ｃ

Ａ 物体を変形させる
Ｂ 物体の運動のようすを変える
Ｃ 物体を⽀えたり、持ち上げる

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｃ



力は（ ）で表す

作⽤点 ⼒の向き

⼒の⼤きさ

＜⼒の三要素＞
さん よう そ



力は（ ）で表す⽮印

作⽤点 ⼒の向き

⼒の⼤きさ

＜⼒の三要素＞

やじるし

さん よう そ

さようてん



２つの力がつりあう条件

２つの力がつりあう条件

①２つの力は

（ ）

②２つの力の向きは

（ ）

③２つの力の大きさは

（ ）

じょうけん

（ ）で
はたらく

向きが（ ）である

⼤きさが（ ）



２つの力がつりあう条件

２つの力がつりあう条件

①２つの力は

一直線上にある

②２つの力の向きは

反対（逆）である

③２つの力の大きさは

等しい（同じ）

じょうけん

同⼀直線上で
はたらく

向きが反対である

⼤きさが等しい

いっちょくせんじょう

ひと



「ばねを引く⼒の⼤きさ」と「ばねが伸びた⻑さ」を表にま
とめる。

「ばねを引く力の大きさ」と「ばねの伸び」は
（ ）している

*
+
,
,
-
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/

cm

力の大きさ（Ｎ）

測定値には、「ずれ」がでることがあります。
これを、「 」と言います。

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

18
16
14
12
10
8
6
4
2

誤差

0.2Ｎ

0.4Ｎ

0.6Ｎ

のび
（ ）ｃｍ

のび
（ ）ｃｍ

のび
（ ）ｃｍ



「ばねを引く力の大きさ」と「ばねの伸び」は
（ ）している

フックの法則

*
+
,
,
-
.

/

cm

力の大きさ（Ｎ）

測定値には、「ずれ」がでることがあります。
これを、「 」と言います。

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

18
16
14
12
10
8
6
4
2

⽐例

誤差
ごさ

0.2Ｎ

0.4Ｎ

0.6Ｎ

のび
４ｃｍ

のび
８ｃｍ

のび
１２ｃｍ

「ばねを引く⼒の⼤きさ」と「ばねが伸びた⻑さ」を表にま
とめる。



＜式＞

圧⼒（Ｎ／ｍ２）＝

圧⼒ ふれあう⾯積１ｍ２あたりを垂直に押す⼒。

⾯を垂直に押す⼒（Ｎ）

ふれあう⾯積（ｍ２）

あつりょく

面を垂直に押す力

圧力＝

＜単位＞
Ｐａ

パスカル

ふれあう面積＝

Ｐａ

垂直に押す力＝



＜式＞

圧⼒（Ｎ／ｍ２）＝

圧⼒ ふれあう⾯積１ｍ２あたりを垂直に押す⼒。

⾯を垂直に押す⼒（Ｎ）

ふれあう⾯積（ｍ２）

あつりょく

面を垂直に押す力

圧力＝

＜単位＞
Ｐａ

パスカル

ふれあう面積＝0.1m×0.2m
＝0.02m3

Ｐａ

垂直に押す力＝１ｋｇ＝１０Ｎ

１０Ｎ
0.02m3 ＝５００Ｐａ



圧⼒

Ａ Ｂ Ｃ

１ｍ２あたりを押す力



２０Ｎ

重さ２０Ｎ

２０Ｎ ２０Ｎ

０．１ｍ×０．２ｍ
＝０．０２ｍ２

０．０５ｍ×０．２ｍ
＝０．０１ｍ２

０．０５ｍ×０．１ｍ
＝０．００５ｍ２

圧⼒

２０Ｎ÷０．０２ｍ２

＝１０００Ｎ／ｍ２
２０Ｎ÷０．０１ｍ２

＝２０００Ｎ／ｍ２
２０Ｎ÷０．００５ｍ２

＝４０００Ｎ／ｍ２

⼩ 中 ⼤

１０００Ｐａ ２０００Ｐａ ４０００Ｐａ

０．１ｍ ０．１ｍ０．２ｍ ０．０５ｍ
０．２ｍ

０．０５ｍ

０．１ｍ
０．２ｍ

０．０５ｍ

Ａ Ｂ Ｃ

１ｍ２あたりを押す力


